


２０２０年４月に制定したブランドスローガ
ンは「進化する技・深化する知」。「技」と「知」
は、テクノロジストにとって欠かすことのでき
ない両輪であり、同時にものつくり大学の教
育にかける熱い思いを表わしています。
本学では２０１８年度から、「教育の質向上」
「学生の満足度向上」「学び続けることへの意
識向上」「大学運営のワンチーム化」などの課
題解決を目指し、教職員一丸となったプロ
ジェクトを組織して大学改革に取り組んでい
ます。特に学修者主体の質の高い教育力の
強化を軸に、数々の案件に取り組んできまし
た。２０２２年度には、総合機械学科の名称
を「情報メカトロニクス」と改め、時代のニー
ズを見据えた最新技術や考え方を学べるよう
にしました。建設学科では早期に専門性を身
につけるようこれまであったコース制を整備
し、より高度な学びが得られるようにしまし
た。そのために両学科において新しい科目を
配置したカリキュラムの構築や、社会性や倫
理観などを広範囲で学ぶことのできる教養教

育の充実も図っています。これには教養教育
センターを立ち上げて、組織として検証をし
ながら運営していきます。また学び直しと言
われる社会人教育にも注力していきます。
これらの施策によって学生一人ひとりが自ら
の夢を実現するために挑戦し続けて、社会と
共に成長していく。開学２０周年を迎えた本
学は、常に技術・技能の進化と、知識を深め
ていくための努力を惜しまず、学生や社会に
対して「技」と「知」を継続して提供していくこ
とを実践します。本学におけるブランドとは、
この実践と理論が一体であるという「知行合
一」の追究なのです。

本学のブランドスローガン「進化する
技・深化する知」を基にして、どのよう
なアクションを起こしていくのか。そ
もそも大学におけるブランディングと
は、特徴や個性を生かしながら社会
の中で大学をよりよく成長させていく
という意味が込められています。本学

では、前述した様々なプロジェクト活動を具
現化する言葉をブランドスローガンとして、
その定着と並行してイメージ向上活動を
行ってきました。
それが、ロゴマーク、ロゴタイプ、スクールカ
ラーの刷新でした。ロゴマークは「創造の翼」
と銘打ち、未来へ向けたチャレンジと改革を
表現しています。ロゴタイプは、誰の目から
も視認性の高い書体を用いて、個性的な大
学名の知名度・認知度向上を目的としまし
た。スクールカラーは、大学名の由来が古来
の大和言葉からきていることを踏まえ、「茜

色」という伝統を重んじ、同時にものづくりの
明るい未来を表現する色を選んでいます。公
表は、ブランドスローガン同様に、２０２０年
４月でした。
強い大学ブランドを築くには、事業活動とブ
ランドスローガンが整合し、首尾一貫してい
る必要があります。このような展開を実現す
る上で鍵となるのが、「ものつくり大学　ビ
ジョンコンパス２０３０」です。これは、「教育
改革の実践」「研究成果の循環」運営組織の
強化」「地域連携の加速」という４つのカテゴ
リーに大別されます。２０３０年に向けた大
学としてのあるべき姿を明確にし、その実現
のための方針や計画を明文化し、様々なス
テークホルダーの理解を得ていくという活動
です。そしてより高度な視点で、それぞれの
「進化と深化」から「真価」を高めます。

高齢化や少子化が進むと、労働者人口の減
少につながり、総務省の「平成30年版 情報

通信白書」によると、生産年
齢人口（15歳から64歳の
労働人口）は、2030年には
約6,800万人に減少し、こ
れはコロナの影響で早まる
と予想されています。本学
は、今後ますます生産年齢
人口が減少する中で、我が
国のものづくりを担う若年
者への実践的な職業教育
の重要性を実感していま
す。間違えば、我が国の産
業基盤が崩壊し、ものづくりを次の世代に継
承できなくなってしまうという危機感を持って
います。
さらに現代は「物質的な豊かさ」がある程度
達成された社会と言われています。

そしてＩＣＴ、ＡＩ等の登
場で働き方も、生活も大
きく様変わりをしていき
ます。
現代を生きる私たちは、
「役に立つ」ではなく、「意
味のある」仕事を作り出
していく必要があります。
「物質的な豊かさ」ではな
く、「精神的な豊かさ」を
問うてみたり、単に「労
働」ではなく、「社会問題」
を解決することに力を注
ぐ「活動」というように、
「意味」を追求できる力を
持った人材が活躍してい

ける社会になっていくのだと思います。だか
らこそ、本学は教育研究の質を向上させて
いくことが重要だと考えます。そして社会
性・倫理性・現場力を身につけたテクノロジ
ストを育成し、今後も社会に輩出し続けたい
と願っています。

大学の価値を証明するのは、本学を巣立ち、
社会活動する学生たちです。開学から２０年
が経ち、約４０００人を超える卒業生を社会
に輩出してきました。「テクノロジスト」たち
は、いまどのように成長し、どう社会と関わ
り、自らの幸福を追い求めているのか。自分
の持つ能力に対して真価を発揮できる人材
育成には、「ビジョンコンパス２０３０」で掲
げた具体的施策の実現です。
さらに、本学の持つ教育研究のリソース、就
職支援、インターンシップ体験、産業界から
の評価など、学外との数多くの密接な関わり
の中で、高等教育機関として、「地域社会の
ために」「産業界のために」約束します。本学
が育てるテクノロジストたちは、まさに現場
における課題解決に果敢に挑戦し、現場の
付加価値を最大化します。
ブランドスローガン「進化する技・深化する
知」を核に、社会の継続的な発展・成長のた
めに、ものつくり大学は存在していきます。
なくてはならない、必要とされるオンリーワン
の大学を目指していきます。２０年目の評価
と２１年目からの「発揮される真価」にご期待
ください。

イメージの刷新をスタートに
実践的教育・研究を推進。
地域社会との連携強化で、
継続的発展・成長を支える大学へ

IOT Vision Compass 2030ビジョンコンパス

ブランドスローガンが核と
なり継続的発展を目指す

進化する技
深化する知

２０２０年４月に制定したブランドスローガン

IOT Vision Compass 2030

進化する技
深化する知

教育改革の実践 研究成果の循環

運営組織の強化 地域連携の加速

真価を発揮する

進化する 深化する

卒業生が
現場の付加価値を最大化する

科学を応用した技術と
その先にある創造的技能

知識人としての教養と
体型的な科学の知識

ものつくり大学における
ブランドとは？

ものづくりで未来を支える
「テクノロジスト」を育成する

イメージ戦略からの
ブランディング活動
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1999 .2
財団法人国際技能工芸大学設立準備財団
（9月以降ものつくり大学設立準備財団）を
文部省が認可

2001.4
ものつくり大学 
開学

2001.3
大学本部棟、製造棟、建設棟、
大学会館、ドーミトリ、体育館 竣工

2000.5
ドーミトリ、体育館 着工

2000. 12
学校法人国際技能工芸機構設立、
ものつくり大学設置を文部大臣が認可

1999 . 12
大学本部棟、製造棟、建設棟、大学会館 着工

中央棟 着工

2002.6

中央棟 竣工

2003.3

ものつくり大学大学院設置を
文部科学大臣が認可

2004. 11

全日本学生フォーミュラ　
初出場

2006.9

NHK学生ロボコン　
準優勝

2007.6

建築家ル・コルビュジエの
「カップ・マルタンの休暇小屋」
完成・発表会

2012.3

多目的広場の
補修工事が完了

2016.6

第1回
企業研究交流会
開催（全学年参加）

2016. 12

第44回技能五輪国際大会
（アラブ首長国連邦アブダビで開催　
建設学科4年生が大工職種の
日本代表として出場）

2017. 10

更新工事を行った
第2連絡橋の渡り初め

2017. 12

学科名称を製造学科、
建設学科に変更

2011.4

10周年記念式典、
特別公開講座、
第3連絡橋開通式、
ロゴデザイン制定

2011. 10

多目的広場　
竣工

2009.3

ドラッカー学会10周年大会を
ものつくり大学で開催

2015. 11

学校法人名称を
学校法人ものつくり大学に変更

2010.4

2005.4
ものつくり大学大学院 
開学

2018.4

2018.11

製造学科の名称を
総合機械学科に変更
千利休 作の茶室「国宝・待庵」を原寸で再現し、
森美術館「建築の日本展：その遺伝子のもたらすもの」に展示

埼玉純真短期大学、平成国際大学、
ものつくり大学の3大学連携協力協定締結

第22回スターリングテクノラリーで金賞受賞　

第56回技能五輪全国大会
（家具職種で金賞を獲得。一昨年の建築大工職種、
昨年の家具職種に続いて3年連続の快挙。
金賞の他、銅賞2名、敢闘賞2名の計5名が入賞）

2020.2
3大学合同研究発表会を開催

2020.4
開学20周年に向け新ロゴデザイン、
タグライン、スクールカラーを制定

2020.10
碧蓮祭（学園祭）初のオンライン開催

2020.11
第58回技能五輪全国大会
（左官職種で金賞を獲得、タイル張り職種で銀賞、
建築大工職種・左官職種で銅賞、建築大工職種で敢闘賞。計5名が入賞）

地域交流「彩北未来プロジェクト」締結（10者連携協定）

2019.1
高校生体験活動総合推進事業「就業体験」における
受入事業所として、埼玉県知事より感謝状授与

2021.2
開学20周年記念事業①
「新ロゴデザイン・モニュメント披露式」

2021.3
開学20周年記念事業②
「ミゼットハウス寄贈式」
（石川県羽咋郡/ロイヤルホテル能登）

2021.4

開学20周年記念事業③
図書情報センターに
「IOT INFORMATION GALLERY」を開設

2021.11
開学20周年記念式典

開学20周年記念事業④
「実験住宅披露式」

2019.5
NHK学生ロボコン 奨励賞受賞

2019.9
ブリッジコンテストで2部門制覇

2019.10
上田惇生名誉教授を偲ぶドラッカーシンポジウム
「テクノロジストをめぐって」開催

2019.11
第23回スターリングテクノラリーで
1位・2位・アイデア賞銀賞受賞

2019.3
マンガンカープロジェクトチームが日本機械学会　
関東支部「貢献賞」を受賞

ものつくり大学・埼玉純真短期大学
共同研究プロジェクト「模擬保育室」
完成お披露目会

▲竣工時航空写真（2001年）

▲技能五輪国際大会（2017年）

▲国宝・待庵を原寸再現（2018年）　　　　▲NHK学生ロボコン準優勝（2007年）　

▲10周年記念式典（2011年）

情

▲新ロゴデザイン・モニュメント披露式（2021年）

2021年、開学20周年！ ものつくり大学の歴史
IOT HISTORY 2001      2021→
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NEWS

（建設学科3年、千葉 佐倉東高校出身）

第21回
碧蓮祭

実行委員長

竹内 実 さん

（製造技能工芸学科1期生、
 株式会社倉川製作所代表取締役社長）

第1回
学園祭
実行委員長

倉川 尚志 さん

20周年式典「盛り上げ隊」について

開学20周年を盛り上げるため、教職員
有志により「20周年式典盛り上げ隊」を
組織し、20周年式典カウントダウンを
始め、様々なイベントを企画しています。
新型コロナウイルスの拡大状況により
延期になっているものもありますが、今
年度中に下記を実施する予定です。

同窓会から
軽トラックを寄贈いただきました

2021年10月14日、開学20周年を記念して、同窓会から軽トラッ
クを寄贈いただきました。上原同窓会会長は、今回の寄贈につい
て「卒業生から、学生の時に研究活動や引っ越しで物を運ぶ際に
車がなくて不便だったという意見があり、学生が使いやすく、公私
に役立ててほしい」という思い
で軽トラックの寄贈を決めたと
のことです。同窓会の皆様、あ
りがとうございます。教職員・
学生一同、大切に使わせていた
だきます。

20周年記念動画が完成しました！

大学公式
チャンネルへ
アクセス！

↓

卒業生の倉川尚志さん（製造技能工芸学科1期生）、
伊藤嘉男さん（建設技能工芸学科1期生）にも
出演いただきました。

出演した学生の皆さん

開設

開学20周年を記念した動画が完成しました。
動画のオープニングでは、2020年4月にロゴマークを変更した際に、

学生へのアンケートで集まった大学のキャッチコピーを使い、本学の魅力を伝えています。
また本編では、学生たちが研究や課外活動を頑張り、夢を追う姿が映し出されています。

この動画は、20周年記念式典で上映されるほか、大学公式YouTubeに公開されます。ぜひ、ご覧ください。

3年　
小菅昌哉 さん
（神奈川 大和南高校出身）

3年　
鈴木岳大 さん
（兵庫 龍野北高校出身）

4年・大垣研究室
増渕悠希 さん
（栃木 宇都宮文星女子高校出身）

4年・松岡研究室　
田中 柚 さん
（秋田 横手清陵学院高校出身）

建設学科

3年　
荒川龍聖 さん
（茨城県 下館工業高校出身）

4年・荒木研究室　
丸山颯斗 さん
（長野 長野工業高校出身）

4年・永井研究室　
中西美颯 さん
（埼玉 大宮北高校出身）

4年・永井研究室　
村山 諄 さん
（福島 郡山北工業高校出身）

総合機械
学科

①祝20周年！20周リレー
②オンラインものつくり大学資料館
③ものつくり大学かるたの読み札発表

実施予定企画

コロナ禍で
延期になっている
20周リレー

受け継がれる思い

残念！

竹内　この話は、どなたかに話したことがあ
りますか。
倉川　前に私の会社に来た学生に、食事を
しながら懇々と話しました。普段は言えない
感謝の気持ちを行動とか自分達の表現で伝
えるんだよって。
工藤　竹内さんは、先輩たちから碧蓮祭へ
の思いを聞いたことはありますか。
竹内　2年前の実行委員長から聞きました。
委員長が最初に動いて、一番前に出て話を
するような皆を引っ張っていく先輩だったの
で、私も熱量みたいなものを実行委員長とし
て、表に出して、皆に伝播させていきたいと
考えています。
倉川　熱量を表に出せる人と出せない人が
います。でも、それはどっちが良い悪いじゃ
ないから、あまり気にする必要はないと思い
ますよ。

工藤　これからの碧蓮祭について考えてい
る事はありますか。
竹内　通常の碧蓮祭を1年生の時にしか経
験してなくて、自分達で止まっちゃってる気
がしています。だから、来年、通常開催でき
るのであれば、何か一つでも新しい事を後輩
たちと一緒にやりたいと思っています。それ
と、実行委員としてやっているからこそ、深く
関わって碧蓮祭の楽しさが分かりますが、
もっと楽しく感じる人が増えたらなと思いま
す。例えば、学外の友達を呼んで、「あれ俺
が作ったんだぜ」とか言えたら、もっと楽しく
なると思います。
工藤　倉川さんから後輩に伝えたいことはあ
りますか。
倉川　学生のうちしか経験できないことがあ
ります。できる限り自分の体を使って、足を
使って行動してください。そうすれば、誰か
がついてくると思いますし、人を巻き込むよ
うにやっていくのが良いと思います。
工藤　本日はありがとうございました。

工藤　20年程前に学園祭実行委員会を立
ち上げた経緯を教えてください。
倉川　大学から9月に入った頃に話があっ
て、夏休み中でも寮にいた学生5、6人で動き
だしました。夏休みが終わってすぐに、実行
委員会を作って、時間がない中で進めていき
ました。
工藤　実行委員長にはどういう思いで就任
しましたか。
倉川　11月の開催に向けて慌てて準備を始
めたので、正直、思いを持つ暇がありません
でした。でも、折角なら、あれやりたい、これ
やりたいというのはあって。何か目玉が欲し
いと思って、大手レコード会社に行って有名
アーティストの出演を依頼したり、無謀なこ
ともしました。
工藤　自分達ができることを精一杯という気
持ちですね。一回目のテーマにもなってまし
たね。「一心不乱」。
倉川　もう、それしかなかったですね。

工藤　第21回のテーマは「守破離」ですが、
テーマに込めた思いはありますか。
竹内　実行委員の2年生が考えたテーマで、
「守」は、教えてもらっていることを忠実に守
る。「破」は、人から教えてもらって良いと思っ
たことを取り入れて良いものを生み出す。
「離」は、そこから新しい独自のものを確立さ
せていくというものです。
倉川　良い言葉ですね。
工藤　先輩たちがやってきたことを受け継い
で、更に自分達で発展させていこうというこ
とですね。
竹内　そうですね。先輩と後輩が協力して、過
去に経験したことを活かして、自分達で何か新
しいことをやっていこうという思いでした。
工藤　※今年度の碧蓮祭は、新型コロナウイ
ルスの影響で残念ながらオンライン開催にな

りましたが、中止ではなく、オンライン開催を
決めたのはどうしてですか。
竹内　実行委員の中でも、中止という意見も
ありましたが、まだやれる事と時間があると
いうところで、昨年もオンラインで開催でき
たのだから自分達もやろうという思いです。

分達の姿を両親に届ける気持ちを原点に置
いてください。
竹内　今年は両親を呼びたかったのですが
…。
倉川　感謝の気持ちを映像で表現すること
に力を注いだほうが良いですよ。楽しんでる
姿を見てもらう気持ちで。この事は、第1回
のパンフレットに一言書いただけで、歴代の
実行委員長に話してるわけではないですが、
守破離の「守」のところは必ず親への感謝を
込めておいてください。次に教職員への感
謝。自分達のことはその後です。

倉川　何のためにやるのか。誰のためにやる
のかって考えた方がいいですよ。誰に見せた
いのかとか。
竹内　オンラインで何をやるかはこれから考
えていきますが、そういった事を踏まえて、学
生全体で大学が盛り上がれるようなものを
出していきたいと考えています。
倉川　一つだけ絶対持っておいた方がいい
のは、家族や両親に対する感謝です。今の自

interview
実行委員長に聞く もの大の学園祭とは

第1回 学園祭実行委員長　倉川 尚志 さん 第21回碧蓮祭実行委員長　竹内 実 さん
インタビュアー 工藤 淳（学生課学生支援係 係長）

学園祭の始まり

第21回のテーマは「守破離」　　　　　

感謝の気持ちを込めて

これからの碧蓮祭について

※2021年度「碧蓮祭」は、2月頃にオンライン開催を予定しています。（実行委員会）

▲第19回碧蓮祭（前列右側が竹内さん）

▲2020年度オンライン企画「遊具王」
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